
カルテ演習

第14回 練習問題を用いたレセプト作成1

第15回 練習問題を用いたレセプト作成2

第10回 特掲診療料（投薬料）

第11回 特掲診療料（注射料）

第12回 カルテ演習

第7回 基本診療料（再診料）

第8回 特掲診療料（医学管理等料）

第9回 特掲診療料（在宅医療料）
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△ ◎ ○ ○ ○

３． 医療知識を身に付け診療録（カルテ）を理解する。

４． 患者に請求できる医療費を読み取る力を身につける。 ○
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科目の到達目標

１． 医療保険制度を理解する。

２．

試験 定期試験を実施する

教科書
医学一般（著・出版　一般社団法人医療教育協会）
診療報酬請求の実務診療報酬請求演習
（著・出版　一般社団法人医療教育協会）

参考書
等

なし

受講生への
メッセージ

この講義は医療管理秘書士に必要な講義です。
医療秘書および医療事務職に就くための重要な知識を学
ぶための講義です。

準備学修 課題等への対応

講義は基礎の積み重ねですので、毎回受講した内容を復習しノートにまとめ講義中に配布す
る資料を整理して下さい。
また、講義中に配布した練習問題は自主学修にも使用して下さい。（15分程度）

講義の前後に質問等を受け付けます。

授業計画

５． 正しい点数の算定、料金算定を明確に行う技術を養う。 成績評価の方法と割合

授業方法

講義形式

受講態度（20％）
提出物（20％）
定期試験（60％）

第4回 医科診療報酬点数表の見方

第5回 診療報酬明細書の提出方法

第6回 基本診療料（初診料）

第1回 医療保険制度のあらまし

第2回 二重指定制度（保険医療機関及び保険医療養担当規則）

第3回 医療費のしくみ（保健給付）

第13回

医療事務に関する諸規則についての知識を習得する。

科目の主題 学修成果との関連（大◎、中〇、小△）

医療知識を身に付け、診療報酬明細書を作成し正確に請求金額を算出する技術を理解する。
１．「尽心」
誠実な人柄と

人間力

２．「創造」
高度な知性と

創造力

３．「実践」
明確な意思と

実践力

科目 施行規則に定める科目区分又は事項等 卒業要件 選択

免許・資格
要件

医療管理秘書士必修、病歴記録管
理士必修

18L670 担当者 尾崎　好子

対象
学生

ビジネス・医療秘書コース
1年生

学期
区分

後期 単位数 2 担当形態 単独

科目
区分

専門教育科目 科目名 医療事務論
科目
コード
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